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船舶事故調査報告書 

 

                              令和４年４月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和３年３月１０日 ０４時４０分ごろ 

発生場所 長崎県平戸
ひ ら ど

市黒子
く ろ こ

島東側の干出岩（平戸瀬戸） 

南風埼
は え のさ き

灯台から真方位３０３°５９０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２２.４′ 東経１２９°３３.８′） 

事故の概要 漁船旭
きょく

龍
りゅう

は、南進中、黒子島東側の干出岩に乗り揚げた。 

旭龍は、船底キールの亀裂等を生じた。 

事故調査の経過  令和３年６月２日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 旭龍、１９トン 

ＮＳ２－１４７０８（漁船登録番号）、有限会社光生丸水産 

１７.４６ｍ（Lr）×４.２８ｍ×１.８３ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、７３６kＷ、昭和５８年１１月１８日 

第２９２－４９７９０号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 ４４歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１２年３月２９日 

免許証交付日 令和元年７月１９日 

        （令和７年３月２８日まで有効） 

 死傷者等 なし  

 損傷 船底キールに亀裂及び船底外板に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、上げ潮の中央期、潮流 北流（流速不詳） 

 事故の経過 本船は、まき網船団の運搬船として、船長及び甲板員１人が乗り組

み、僚船の漁獲物を積載して加工場に運搬する目的で、令和３年３月

１０日０３時４５分ごろ長崎県佐世保市臼
うす

ノ
の

浦
うら

港に向けて平戸市二神
ふたがみ

島南方沖５海里（Ｍ）付近の漁場を出発した。 

船長は、主機回転数毎分１,３００（rpm）とし、約７ノット（kn）

の速力（対地速力、以下同じ。）で手動操舵により南進中、平戸瀬戸

の潮流の弱い黒子島寄りを航行していたところ、レーダー映像によ
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り、ふだんよりも黒子島に接近していることに気付き、乗揚の危険を

感じたので左舵を取って回避しようとしたものの、０４時４０分ごろ

本船が黒子島東側の干出岩に乗り揚げた。 

船長は、船舶所有者に乗り揚げたことを連絡し、僚船への救助を依

頼したあと、潮流の影響により本船が自然離礁したので、主機の回転

数を上げたところ異常を感じず、自力航行が可能と判断して、船舶所

有者にその旨を連絡し、甲板員が浸水していないことを確認しながら

臼ノ浦港に向かった。 

本船は荷揚げ後に船底を確認したところ、船底キールに亀裂及び船

底外板に擦過傷を生じており、佐世保市の造船所に上架された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船 参照） 

 その他の事項 本船の喫水は、船首約０.８ｍ、船尾約１.８ｍであった。 

船長は、約５年前から本船で船長を務めており、平戸瀬戸南航及び

北航ともに１００回以上の操船経験があった。 

船長は、平戸瀬戸を航行する際、付近を航行する船舶に注意する目

的で０.２５Ｍレンジとしたレーダーに意識を向けており、ＧＰＳプ

ロッターは作動させていたものの、ＧＰＳプロッターで船位の確認を

せず、航行していた。 

船長は、逆潮流の影響がなければ、１,３００rpm で、約１１kn の

速力が出るところ、黒子島と南風埼の間の中央付近では約５kn の速力

となるので、本事故当時は逆潮流の影響による速力低下を少なくしよ

うと考えて、潮流の弱いところを航行し、約７kn の速力で航行できた

が、黒子島からの距離をもう少し離して航行すればよかったと本事故

後に思った。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、平戸瀬戸を手動操舵で南進中、逆潮流の影響を受けて船速

が低下している状況下、船長が逆潮流の弱い黒子島寄りを航行する

際、付近を航行する船舶に注意しようと思い、０.２５Ｍレンジとし

たレーダーに意識を向けて航行していたことから、黒子島に寄りすぎ

ていることに気付くのが遅れ、黒子島東側の干出岩に乗り揚げたもの

と考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が、平戸瀬戸を手動操舵で南進中、船長が逆

潮流の弱い黒子島寄りを航行する際、付近を航行する船舶に注意しよ

うと思い、０.２５Ｍレンジとしたレーダーに意識を向けて航行して

いたため、黒子島に寄りすぎていることに気付くのが遅れ、黒子島東

側の干出岩に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え
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られる。 

 ・船長は、ＧＰＳプロッターで船位の確認を行い、干出岩から適切

な距離を離して航行すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 
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写真１ 本船 

 


